
の に い  

セ の に の  

木 容・  ※１・  二※２ 

 に

本 は、日本 に面 る 581 の長い を有

平均 速 1.2m 

しており、なかでも加 から に がる

林は、強 から の な生 を

る上で、重 な を果たしているとともに、

光 としての かな の を してい

る。

一方、 による は、

セン として 及してき

ている。 法は の の が 、

の が少ない として定 しつつあるほ

か、 の にも用いられ て

いる。 グ 等の の は、

の を えさ 、 に らし るとともに、

材 の にもなり る可能 がある。 

当場では、 について、日本 の

に合 した として、 生 を考 し

た （ 木ら、2017） な 時 （ 田・

木、2013）について検討してきた。本 では、

セタ ドを 分と る （ ：

グ ーン２・ 分量２％）を 石 ン ル

（ ：グ ーン ード ト・ 分量 ％、グ

ーン ード ： 分量２ ％）と 用し、

グ の を試 たので る。 

 

 グ 木の 試験 

とほと ど られない木の２本で、グ ーン

ード トに グ ーン２ 10.6ml を

になるように 整して した。 

本でグ ーン ード トに グ ーン２

を２ になるように 整し、木の

に合う量を10 20ml した。 

２ グ ーン２高 度 による 試験 

１）試験  

石 加 上木  

グ ーン ード 、グ ーン ード

トと グ ーン２ 用による

試験

2019 1 15日 、 木 本 

天  もり時  日 水量 8.5mm 

最高 温 12.5℃ 最低 温-1.0℃ 

平均 速 2.7m 

グ ーン２ 用による 試

験

2019 2 18日 、 木 本 

天  もり 日 水量 0.5mm 

最高 温 12.0℃ 最低 温 1.5℃ 

平均 速 1.5m 

 ２）方法 

１） 試験

石

高の ：160 170cm、 本 ２本 

 2019 1 15日  

天  もり時  日 水量 12mm 

最高 温 13.1℃ 最低 温 1.2℃ 

 平均 速 5.6m 

石 能 前  

高の ：30 60cm、 本 本 

2019 1 29日  

天  もり 日 水量 1.0mm 

最高 温 5.4℃ 最低 温-0.8℃ 

２） 方法

・ の 試木は、 の しい木

・ 能 前 の 試木は、 の しい

・グ ーン ード には グ ーン２を１

になるように 整した。

・グ ーン ード トには グ ーン２を

、２ 、１ 、２ になるよ

うに 整した。

・ グ ーン２ 用は、 ％ ル ルコー

ルを とし、２ になるように 整し

た。

・ の 用量は、 試木１本当たり100m を

した。

※１ 日本 式会  ※ 2  式会 ッ ーグ ーン
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 と  

１ グ 木の 試験 

２ 高 度 試験 

試験結果を表 １に示 。 グ ーン２によ

る は、最も高 度の２ の時発生し下

の が したが、上 の には ら

る木はなかった。 た、 用 る 、 によ

る いは、 回の結果からは られなかった。  

－  高 度 に

ン リ ン 134

50 5 0
25 5 0

リ ン
10 5 0
2 0 5

リ ン 10 5 0
8%EtOH 2 0 4

    

グ ーン２は、 の 用 で

あるが、 については 用 度が のた

る 量が いなど 方法と 果の発

について検討の があると考えられる。 回の結

果から によって できると に の

度も高 られる可能 が示唆された。 によ

る は を に 布 ることがな 、 も

率 に されるので、 に しい方法である。

このあと、 果の 正な 用方法を らか

にし、 率 な使用方法を示したい。 

 

田 ・ 木容(2013) 日本 における 材

の な 時 について.石

林試研 45：23 25. 

木容・ ・松田 ・ 浩・ ・ 

松 (2017) における 生

について.石 林試研 49：37 38. 

の 試木は、 行後 による

回を実 したが、 の しい の ロ

にも たな の発生は見られない（

１、２）。

・ 能 前の 試木は、 行後 （ ）

による 回を実 したが、 を けた

分は一 に っているが、 たな の発

生は見られない。 た、 たに 長した は正

に 長している（ 、 ）。
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－  の 木 

－  の 木の  

（ に 長）

－  の 木 

－  の 木の  

（これまでの により、枝がマ モ イ

ラ 有の の ー を いて枝

れを こしているが、 後は たな

は られない）
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